
令和5年2月21日 Web開催
熊谷スマートシティ推進協議会 データ活用部会 （R４年度第四回）

熊谷市役所 政策調査課・企画課

「熊谷市におけるデータ活用等の検討
～データ活用にかかる市民・大学との
連携に向けて」



データ活用部会（R5年２月２１日開催）資料概要
【1】委員提供資料
【2】スマートシティ全体に係る報告事項
【3】市民のデータ活用に関する啓発や体験機会の拡大等を図る取り組みについて
【4】市民のデータへのニーズの把握や協働での整備に向けた取り組みについて

【5】地域の活性化に向けたデータ活用方策と、活用にあたっての課題への対策の検討について
【6】データ利用環境の向上に向けた取り組みについて
【7】データ連携基盤構築の検討について

（各回共通）資料は以下の分類を参考に関連事項をまとめて報告・相談等を行う。

１．開会

２．部会長挨拶

３．資料説明（前半）
【１】委員提供資料（随時受付）

【２】スマートシティ全体に関する報告事項
◯スマートシティの進捗について(打合せ資料を用いて）
（主な内容）①「未来発見」のキーワード等（企画課・広報広聴課）

②暑さ対策スマートコミュニティ（環境政策課・企画課）
③画面デザイン等検討（広報広聴課）

◯（上記①の後に差し込み）リーディングプロジェクト（DX）の構成について
（企画課・デジタル推進課・スマートシティ担当）

【３】市民のデータ活用に関する啓発や体験機会の拡大等を図る取り組みについて
◯スマートシティ宣言・関連シンポジウムについて
〇「やさしいミライ」スケッチイベントについて

４．意見交換（中間）

５．資料説明（後半）
【４】市民のデータへのニーズの把握や協働での整備に向けた取り組みについて
◯熊谷スマートシティで得られる情報の整理(スマートシティ担当・デジタル推進課)
・（関連事項）オープンデータ作成マニュアルの公表（デジタル推進課）
〇市民協働「熊谷の力」短期完了事業について（市民活動推進課）

■次第・報告内容（案） （※）事務局の進行・【２】～【７】の資料説明は大島副市長を予定。

【５】地域の活性化に向けたデータ活用方策と、活用にあたっての課題への対策の検討につい
て
◯まちなかウェルカム委員会の立ち上げ等の人流分析関連の取組みについて（中心市街地活
性化担当）
・（関連事項）熊谷まちなか再生未来ビジョン（案）について（中心市街地活性化担当）
（※）スマートシティ、データ活用まちづくりに関するキーワードや路線価資料の入れ

込みに関する部分を抜粋。
◯アルソックが設置している交通安全カメラ実証について(安全安心課)
〇熊谷市の植被面の分布図の参考資料としての活用（緑化推進審議会）について（公園緑地
課）

【７】データ連携基盤構築の検討について
〇データ連携基盤導入後、オプトイン方式を導入することを想定した個人情報保護方針、利
用承諾文面等の設定について（スマートシティ担当・デジタル推進課・庶務課）
〇R5年度に向けたプライバシーポリシー案について（スマートシティ担当・デジタル推進
課・庶務課）
◯アルス専門学校とのデータ活用連携協定によるくまぶらイベントデータ活用について(産学
連携担当)
・（関連事項）くまぶらのKPIの設定等について（スマートシティ担当）

６．意見交換（まとめ）

７．次回開催について（５月ごろを想定）

８．閉会
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【1】委員提供資料
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【2】スマートシティ全体に関する報告事項

3



スマートシティの進捗について
①「未来発見」のキーワードとプロモーションイメージ検討
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熊谷市のまちづくりの考え方

5

・ウェルビーイングに係る
未来発見

・データ活用に係る未来発見

・産業DXに係る未来発見

市民が誇れる夢と希望のまち熊谷

×【持続性のある仕組み】

（目的）持続性のある地域づくり
（※）発見、仕組みづくりに必ずしもデジタル技術を用いない
場合も含めてやさしい未来を市民と共創することを目指す。

（主な手段）スマートシティ・公民連携など

【未来発見】
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未来発見への３つの切り口について

人材・
コミュニティ

IT技術
・ソフト

規制
（法令）

制度
運用

・実証企業誘致
・実証空間確保

・特区申請

・行動データ分析（オプトイン）
→高度な電子署名等による
個人向けサービス

・ワンストップ窓口等

・公民連携での政策検討
・国の指標の活用、市のオリ
ジナル指標の設定検討 データ活用

に係る
未来発見

ウェルビーイングに
係る未来発見

産業DXに係る未来発見

・オープンデータ・コモンデータ

：創意工夫で価値を
生みだす源泉

（※）熊谷スマートシティは以下の発見の効率化・加速を念頭に取り組む。

・市所管の規制
の緩和
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熊谷スマートシティの構成と未来発見

スマートシティの目標

市民連携のデータづくり・活用
（官民連携の協議会・ｵｰﾌﾟﾝｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ試行等）

誰でも・どこでも
（高齢者等へのスマホ普及・Wi-Fi環境確保等）

・コモンデータの蓄積・更新と住民参加の好循環
・デジタルコミュニティツールによる地域の持続性確保
・まち・住まいの暑さ対策スマートパッケージの展開

・ウェルビーイングに係る未来発見
・データ活用に係る未来発見

・産業DXに係る未来発見

【関係する未来発見の切り口】

7



熊谷スマートシティのプロモーション戦略（案）
先進的要素だけではいずれ埋没するため、熊谷の強み要素を上乗せし、
磨いていく方向に設定。

［先進的要素］ ［熊谷の強み要素］

自治体電子マネー・コ
ミュニティポイント

併せて（実験終了も含め）約２００
自治体（約８分の１）

３D都市モデル

R5年度時点で約１５０自治体（約10
分の１）を見込む。

＋暑さ対策

先進的要素の掛け合わせだけでもR5年
時点には全国で数％の珍しさを持つが、
それだけでは不十分

＋スクマム

暑さ対策日本一のスマー
トタウン
３D都市モデルの熱環境シミュレーショ
ンは全国で数か所。（千代田区等）

デジタルのコミュニティ
ポイントと紙の「くまが
やありがとう券」の共存

【新熊谷プライド】
を支える力となる、
強みを生かした独自
のスマートシティ

持続性の観点から自治体電子マネーと一
体運用を図る試みは全国初。

（注）熊谷のまちづくりの行動指針となるスローガン
「スクマム！クマガヤ」（令和元年５月３０日～）より

（注）
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「暑さ対策」と「スクマム」を融合した発信イメージ

宣言文
ラグビータウン熊谷(くまがや)は2019年(ねん)に
ラグビーワールドカップをみんなの力(ちから)でやりとげた。

そのとき気付(きづ)いたのは、
ラグビーというスポーツが大切(たいせつ)にする
「ラグビー憲章(けんしょう)」の5つのことば、

「品位(ひんい)・情熱(じょうねつ)・結束(けっそく)・規律(きりつ)・尊重(そんちょう)」

これらは、
クマガヤがずっと大切(たいせつ)にしてきたこと
そのものだということ。

だから、クマガヤは
「ラグビー憲章(けんしょう)」を通(つう)じた
まちづくりをしていこうと思(おも)う。

このことばは、スポーツだけじゃなくて、
あらゆることにも、人生(じんせい)にも大切(たいせつ)なことだから。

肩(かた)を組(く)んで前(まえ)にすすんでいこう。
どんなときも、どんなことにも。
となりやうしろには同(おな)じおもいの仲間(なかま)がいる。

日本一(にほんいち)あついまちの市民(しみん)が、世界(せかい)をもっとあつくする。
そんな、ねがいといのりをこめ、

スクマム！クマガヤ

熱いハートと

手厚いサービス

人にやさしいミライを

熊谷で見つけよう

やさしい未来発見都市 熊谷
～ 日本一アツいスマートシティ ～

（参考）「スクマム！クマガヤ」新宣言（2021年4月）
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リーディングプロジェクト（DX）の構成について
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発信用副キーワード案
「日本一アツい
スマートシティ」

熱いハートと

手厚いサービス

人にやさしいミライを

熊谷で見つけよう

リーディングプロジェクト
「DXによる市民生活の利便性向上と新たな経済活動の創出」

【プロモーション】スマートシティ・DX
の当事者となっていただける市内・市外
の方を引き付けるためのフレーズ。

【市民向け】現在デジタルツールに関心が薄い
市民を含め、市民のために共に取り組みたい、
という市役所の方向性を伝えるためのフレーズ。

熊谷市Society5.0
の推進

生活利便性の向上

デジタル人材の育成

デジタルガバメント
の推進

【庁内担当者・関係者向け】各々の手
法の目的・実践内容等（下線部）を共
有

〇スマートシティ推進による地域コ
ミュニティの活性化

〇３Ｄ都市モデルの整備・活用によ
るまちづくりへの市民参画の確保

〇スマートエコタウンの整備促進に
よる先進的な省エネ対策の導入促進
と、コミュニティへのスマート手法
の定着

〇公共空間のWi-Fi整備により誰でも・
どこでもアクセスできるデジタル社会
の環境整備

〇地域経済を守るデジタル地域通貨
の導入・普及

〇マイナンバーカードの利活用拡大
（個人の事情に合わせたサービス・セ
キュリティが必要なサービス等へのア
クセス改善）

〇くまがやまち歩きアプリくまぶら
の導入による、市民の利便性向上と
データ活用型サービスの進歩による
好循環の促進

〇教育現場のデジタル化の推進によ
る学びの充実

〇地域の子供・若者の可能性の拡大、
地域産業の活性化（起業・再チャレ
ンジ促進等を含む）や行政の効率化
等に向けたデジタル人材の育成

〇自治体DXの推進による人にやさし
い熊谷の実現
～（仮称）窓口業務改革PTをR5年度
に創設予定。（「持たない」「分か
りやすい」「行かなくていい」）

〇データ連携基盤の整備と活用による、
データ活用の産学連携、広域自治体連
携等の促進

〇オープンデータの推進による市民
連携のデータづくり・活用の促進

○行政施策（スマートシティの実現
など）の“まちの魅力”としてのシ
ティプロモーションによる、デジタ
ル活用施策の利用促進、生活の利便
性（満足度）向上の早期実現

～電子マネー機能と並行して換金・購入補助を目
的としないコミュニティポイント機能を実装し、相互扶
助の活性化によるコミュニティの持続性確保を図る。

「やさしい未来発見都市 熊谷」と熊谷市総合振興計画（R5～） 11



〇子育てアプリの活用
～親子の笑顔が輝くまちづくり

〇ユニバーサルデザインのまちづくり
～誰もが活動しやすく、支え合う地域づくり

〇移動支援及び公共交通の充実
～誰もが活動しやすく、支え合う地域づくり

〇熊谷版スマートハウスの推進
～ゼロカーボンシティを実現するまちづくり

子育て世帯向け情
報提供の改善等の
検討に取組中

Maas及び人流に着
目したまちなか活
性化等に取組予定

バリアフリー情報
のデジタル化等に
取組予定

気候シミュレー
ション・エネル
ギー融通等と連携

（参考）他のリーディングプロジェクトにおけるDX関連項目 12



②暑さ対策スマートコミュニティ
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都市サービスGISプラットフォームに気象データを搭載する暑さ
対策スマートパッケージ

【熊谷独自の付加サービス】まちなかへの気象センサーの設置（注）、シミュ
レーション、スマホサービスへのデータ流し込み。

【核となるサービス】くまぶらと地域
通貨（電子マネー・コミュニティポイ
ント）、スマホ回数券をR5年度
後期にユーザー画面上で連動させ
るスマホサービス連携。

都市情報ポータル

自治体電子マネー

電子コミュニティポイント

換金を目的としない
贈与のネットワーク

３D都市モデルを活用した風・
温熱分布モデルを実測データに
より補正（イメージ図）

シミュレーションを可能とする３D都市モデル
（サンプル）

実測のための気象センサー

配置検討については、地
元の立正大学データサイ
エンス学部等と連携（研
究用データ公開を想
定）

夏の暑さ等の中でも市民が快適に過ごせるツールを市民・来訪者に示し、 データが連携していることの有益性を手元で実感し
てもらうことで、オプトイン方式への理解のもとデータが蓄積され、政策活用・民間利用が促進される好循環を生み出す。

（注）R5年度に３D都市モデルLOD２データを
追加整備予定のエリアに設置する想定。

GPS連動型バス回数券
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電子コミュニティポイントによるデータとリアルサービスの融合した
スマートコミュニティ
暑いぞスポット（空間・時間）の回避を（１）ユーザーへの気象情報提供、（２）ユーザー・リアルサービス提供者双方に
向けた行動変容勧奨（コミュニティポイント連動）により容易にすることで、暑さの中でもWin-Winのまちなかウェルカムを実現。

（注）「まちなかウェルカム」：まちなか「への」「での」歩行、自転車、公共交通、自家用車（駐車場）利用のデータを一体的に活用する方針を強調す
るために設けた、熊谷市におけるデータ活用まちなか再生のキャッチフレーズ。

暑いぞスポット（空間・時間） 暑いぞスポットと
なる空間・時間
の情報提供

＋

公共交通や休憩場所の利用者に加え、
休憩場所を提供する店舗等にも利用
に応じたコミュニティポイントを提供

周辺エリアでの日陰のう
回路・公共交通・休憩
場所の優先表示

（一時的な空間提供もデジタルマップに表示可能）必要な空間・時間で
のリアルサービス（休
憩場所・水の提供
等）や公共交通サー
ビスの利用・提供

電子コミュニティポイントの流れ
ユーザー・サービス提供者
間については任意

暑くても安心して出かけられる
「人にやさしい」スマートシティの実装
（ユーザーと店舗がWin-Winの

まちなかウェルカム）

換金を目的としない
贈与のネットワーク 電子コミュニ

ティポイントを
行動変容に
活用

緊急度等に応じて表示の優先順位、ポイント
提供の程度や範囲を適切に調整
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暑さ対策スマートコミュニティプロジェクトのＲ５年度実装範囲（案）

Ｒ５年度 ＬＯＤ２整備範囲図
熊谷駅周辺エリア
（面積：0.6k㎡ 建物：2,100棟）
※まちなか気象Simの精度をたかめるため、建物形状、街路樹等を詳細に表
現できるLOD2の整備を行う。
なお、LOD2整備は他施策予算で対応する

R５年度
気象シミュレーション範囲図
・シミュレーション範囲
熊谷駅を中心に徒歩15分圏内約２Ｋｍ
四方を想定

・風向
夏期代表日8時12時17時の８方位

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

気象計設置位置について

①～④設置理由：シミュレーション範囲の
2km四方において、シミュレーションデータと実
測値の確認のため、境界部の気象データを取
得する必要がある。青いライン上付近で各方
位1か所に設置。取得した気象データとの比
較検討により、シミュレーションの係数を補正し、
より精度を高める。
⑤～⑧設置理由：建物の影や街路樹、公
園、水路等も、気象シミュレーション上の変動
要素となる。そのため、街中をながれる水路の
沿道⑤、熊谷駅周辺の高層ビルによるビル影
⑥、まちなかの公園⑦、戸建て住宅部⑧など、
気象データに影響を及ぼす要因の高い箇所に
気象センサー機器を設置する。
※気象センサー機器 ８台

16



③画面デザイン等検討
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デザインガイドライン設定の主旨
～既存の各種ガイドラインとの関係等～
・熊谷市では、R５年度よりスマートフォンをインターフェースとした市民
向けサービスの実装に本格的に取り組むことを想定。（予算要求準備中等）
・それらの取組みを、熊谷スマートシティの取組みの一環として市民、通勤
通学者、来訪者等に効果的にプロモーションし、熊谷の魅力としていく上で
は、画面デザインの色彩の統一性も重要な要素と考えられる。
・埼玉県・熊谷市では、以下の「参考」に記載するようなガイドラインは設
けているが、背景と表示の見やすい明度差等について目安が示されているの
みであり、これら既存のガイドラインのみでスマートフォン画面のデザイン
の統一性を図るのは困難。一方で、ウェブアクセシビリティ方針の基礎とし
ているJISの規定（注）はスマートフォンアプリには過剰。
（注）「JIS X 8341-3:2016」が、高齢者や障害のある人を含む全ての利用者が、使用している端末、ウェブブ

ラウザ、支援技術などに関係なく、ウェブコンテンツを利用することができるようにすることを目的として定めら
れている。
・熊谷スマートシティとして今後導入・追加していくスマートフォンアプリ
の画面デザインについて目安となるガイドラインが必要と思料。
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フォント指定について（案）

（参考）：SSIDガ
イドラインでは用
いない予定。

スクマムの指定
フォント

以下のくまぶらのフォント設定に必要な設定を追加することを検討。
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色彩指定について（案）
プライマリーカラー、セカンダリーカラーを定めつつ、必要な設定を追加することを検討。
（以下は、カラーの優先順位を①スクマムデザイン、②熊谷シンボルデザイン、③くまぶらデザ
イン、とした場合の設定案）

プライマリーカラー：スクマムブルー（仮称）

セカンダリーカラー：くまぶらイエロー（仮称）
（※）くらぶらのガイドライ
ン合致のための微修正の可能
性あり。

セカンダリーカラー：
熊谷市シンボルオレンジ（仮称）

16進数標記：
♯ff3300

（※）印刷用のCMYK設定の
みしか設定がなく、事務方で
Webサービスにより変換

（参考）くまぶらオレンジ（仮称）

16進数標記： #003DA5

（参考）熊谷市シンボルブルー（仮称） 16進数標記：♯0080ff （※）印刷用のCMYK設定の
みしか設定がなく、事務方で
Webサービスにより変換
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【3】市民のデータ活用に関する啓発や体験機会の拡大
等を図る取り組みについて
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スマートシティ宣言・シンポジウムについて
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（検討中）スマートシティ宣言・関連シンポジウムについて
・日程 調整中（６月議会終了後～７月前半）
・会場 調整中（リアル会場を想定。また、録画をＷｅｂに掲載することを想定。）
・招待者・参加者 基調講演及びパネルディスカッション（以下「PD」）に国交省もしくは

内閣府のスマートシティ担当官（室長もしくは専門官クラス）を招く想定。
PD（開会後約８０～９０分後を想定）にアーキテクトその他ゲストを想定。

【進行（案）】
〇開会・来場者紹介 約５分
〇市長挨拶＋スマートシティ宣言 約１０分
（用務の場合退席）

〇基調講演（未定） 約２５分
（仮）国土交通省or内閣府担当官

〇熊谷スマートシティＲ５年度概要説明 約３０分
（仮）各担当部署or関係者の紹介 約５分ずつ
① 地域通貨・コミュニティポイント
② スマホ回数券
③ くまぶら・データ活用まちづくり
④ 気象シミュレーション・スマートパッケージ
⑤ 人流まちづくり

〇質疑応答 約１０分
（以上、前半約８０分）
〇休憩 約１０分

〇パネルディスカッション 約４０分
（仮タイトル）「やさしいミライをつくるデータ活用ま
ちづくり」
・参加者 上記のとおり
・進行 大島副市長

〇今後のスマートシティの取組みについて 約５分
（今後の予定、「やさしいミライ」スケッチイベントな

ど）
〇閉会
（以上、全体約１４０分）
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（検討中）スマートシティ宣言の作成方針（案）
〇骨子（１）：前提の確認
「コミュニティを持続させるためにまちを変えていく手段の一つがスマートシティである」
（重要ではあるが、まちづくりの一つのツールでしかない。最も大事なのは、まちをどのように

していくかであり、まちを変えていくことにつながらないものは、デジタルの便利な道具であっても、
スマートシティの一部ではない。）

〇骨子（２）：示すべき方向性
「未来の熊谷市に必要なことを見つけ、市民と一緒に市長が先頭に立ってまちを変えていく」
（令和２～３年度に着手した、市役所が受け身であり、実証の場を提供している以上の要素が

薄い実証型スマートシティから、今を便利にしつつ未来のまちを変えていくことに市役所が先頭に
立って変わっていく変化・実現のスマートシティへ。）
（※）これは「なぜ今になって宣言なのか」の理由でもある。（外部的には、過去しがらみから

既存の取組みの延長線上にあるように見せなければならない場合はあり得るが、実質的に「リセッ
ト・再起動」に取り組んでいく。）

〇補足：分かりやすさ
・「ソサエティ５．０」、「自治体DX」、「デジタル田園都市」など、市役所が市民への普及を
積極的に図ってきたこともなく一般性が無い用語、その言葉とからめて熊谷市が何をしているのか改
めて別の説明が必要になるような用語は原則用いない。
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（検討中）「やさしいミライ」スケッチイベントについて
（※）令和４年１１月２５日データ活用部会に提案済み。（以下に記載の開催案は令和５年７月以降の開催を想定し部会資料から一部
修正。）
１ 概要
スマートシティの１０年後に関する学生向けシーンスケッチイベントを検討（Ｗｅｂ開催を想定）
（※）熊谷市議会よりＲ４年度に視察を行った富山市のスケッチラボの取組みを熊谷市の状況に合わせて応用することを検討したもの。
（※）日本国内でiphoneが発売されて１５年、Androidスマホが１４年で生活に大きな変化が起きていることを背景にしつつ、個人が自らの生活スタイルを想像
する上で先すぎない先として１０年を仮置き。

２．時期・手法等
（１）開催時期 Ｒ５年７月前半開始→１０月末締切→１１月入賞の決定（相互投票イベントを検討）
（２）手法 Ｗｅｂ対話及びシーンスケッチコンテスト（参加者のＷｅｂ投票形式）
（３）応募対象 学生等を想定
（４）スケッチの対象

WebGIS、３Dモデル、ウェアラブルデバイス、（電子マネーでない）コミュニティポイントなど、熊谷市が導入に取り組んでいる（令和５年６月時点を
想定）ツール・システムと関連づけた（関連づけについてはスケッチとして描くだけでなく言葉で補うことも可とする）、（仮）１０年後の熊谷市内での
生活や様々な活動シーンを対象とする。

（※）シーンに上記の導入検討中のツール等が一部でも絡んでいれば、ドローン、自動配送ロボ、超小型モビリティ（電動車いすや電動キックボード等を含
む）、自動運転や駐車、ｅスポーツ、ＶＲやＡＲ、ICタグ、各種センサーなど様々な技術的可能性を考慮して描写した内容も評価の対象とする。

３．イベントの運営
（１）応募前イベント 市の担当者も参加するＷｅｂ意見交換会の複数回開催を検討
（※）自由参加型とする場合の進行案（学識者の協力を得ての自主ゼミ型も検討）

毎回冒頭３０分程は、熊谷市のスマートシティを知っていただく時間とし、一度聞いた方、あるいはシンポジウムの関連施策紹介動画を参照された方は、
３０分を過ぎてのディスカッションから参加することを想定

（２）応募後イベント
①Ｗｅｂ会議内での持ち点分配式の投稿者・審査員（アーキテクト、熊谷スマートシティ推進協議会メンバー、まちづくり関係者等）の投票による入賞決定
を検討（Ｒ５年１１月イメージ）（注）

②結果に関するゲストを招いてのＷｅｂ座談会の開催を検討（Ｒ６年１月以降のイメージ）
（注）相互投票については、Zoomとslido（注）などのQ&A＋投票アプリを平行して使用することを検討
（注）無料で１００名の単発イベントに利用可能なＷｅｂツール https://symphonict.nesic.co.jp/slido/
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【4】市民のデータへのニーズの把握や協働での整備に
向けた取り組みについて
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熊谷スマートシティで得られる情報の整理
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熊谷スマートシティで得られるデータとコモンデータ等の関係：打合せ用

政策系システムよりオプトインで
ご提供いただく行動履歴等データ

気象センサーデータ、バスロ
ケーションデータ等

オープンデータマニュアルには載っ
ていない形で公開可能なデータ
（３D都市モデル等含む）（注１）

市役所内で順次整理・公開さ
れていくオープンデータ

政策的な必要から作成してい
るがオープンデータにならな
いもの（注２） （注２）当面はスマートシティの取組み上の必要性がな

い限り、匿名加工してのオープン化は想定しない。

政策系システム向け作成データ（注１）

プライバシーポリシー及
びデータ活用協定により
取り扱われる世界

コモンデータの世界
スマート
シティ担
当で整理
（R4報告
書記載）

オープン
データ担
当で整理
（R5年９
月までに
庁内概要
把握）

（※）「コモンデータ」の熊谷
市における用法について
：「誰でもデータ作成に関われ
る仕組みの考え方」を検討する
上での用語としてデータ活用部
会（熊谷スマートシティ推進協
議会）において使用。

D

スマートシティの
取組み上の必要性
があるデータ

D

個人・企業で作成されるデータ

D

D

D ：データ連携基盤搭載データ（想定）
スマートシティ
担当、データ活
用担当、産学連
携担当共管

データ活用担当、
オープンデータ
担当共管

（注１）Ｒ５年度計画中の事業では、汎用性のあるJSONや、shape等で
の納品も想定しており、その都度仕様等を公開。
（公開後、オープンデータ作成マニュアル掲載の必要性を順次整理。）
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【過去の部会資料を再掲】誰でもデータ作成に関われる仕組みの考え方
静的データ

動的（リアルタ
イム）データ

人が自由に入力 制度に基づく
あるいは
機械（センサー
等）が作成

評価アプリ
（「ぐるなび」
など）

官民連携のバリアフ
リーマップ作製など

ＳＮＳ

くまぶらの活用
状況（了解を得
られた方）

スマホの基地局データ
（典型的なビッグデー
タ）

バスの位置情報の
オープン化など

役所の情報法律で制限さ
れないもの

個人情報に触れないもの、もしくは
匿名化のための加工がされたもの

コモンデータ

オープンデータ化
（３D都市モデルは
一例）

オープンな地図作
成・共有の取組み
（オープンストリート
マップなど）

【P】気温・人流・交
通等のセンサー情報
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（関連事項）オープンデータ作成マニュアルの
公表について

・熊谷市オープンデータ基本方針及び熊谷市オープンデータ公開・運用基準（いずれも令和４年
７月DX推進本部において決定）を前提としたもの。
・令和４年１１月にスマートシティのデータ活用部会における報告内容に、自治体標準オープン
データセット（デジタル庁）（注）の更新状況、本市の統合型GISの維持管理の委託先への状況
聴取などを踏まえたうえで補正等を実施。

（注） https://www.digital.go.jp/resources/open_data/municipal-standard-data-set-test/
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市民協働「熊谷の力」短期完了事業について
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【５】地域の活性化に向けたデータ活用方策と、
活用にあたっての課題への対策の検討について
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まちなかウェルカム委員会の立ち上げ等の人流分析関連の取組み
について
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まちなかウェルカム委員会の取組み（案）

［関係課等］（仮）商工業振興課（中活）、企画課（交通）、都市計画課、スポーツ観光課ほか
（注）他に手段関係でスマートシティ担当、広報・広聴課（デジタルサイネージでの交通案内）、市民活

動推進課（コミュニティポイント）など

（まちなか「への」「での」「経由の」移動に着目した、まちなか再生）

［委員（案）］千葉大 鈴木弘樹准教授（とりまとめ・まちづくりへの統合）
高崎大 長野博一准教授（道路等ネットワーク整備）
立正大 大井達夫教授（データ分析による需要予測）

［連携先企業（案）］ ゼンリン・パスコ・構造計画研究所 等

［検討内容（案）］①様々な移動手段による人流の総合的な分析に基づくまちづくり
・自家用車・自転車・公共交通・歩行の総合的な分析に取り組む。
②データの分析・取得・活用（利便＋全体最適に近づける誘導策など）
・分析 まちづくりの課題への対応策を検討するためのスマートフォン

利用に係るビッグデータの活用を検討。
・取得 くまぶら利用者からオプトイン方式で提供されたデータ、カメ

ラや人感センサーから得られるデータ等の利用可能性を検討。
・誘導策 情報提供手法（くまぶら・デジタルサイネージへのデータ提供

や表示の優先順位）や行動変容のツール（くまぶらクーポン・
コミュニティポイント等）による人流の誘導策を検討。
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人流関連の並走する取組み等

R5年度～ R6年度～

データマーケティング研究会（くまぶらデータ活用等）

①未来ビジョン ②熊谷市役所におけるビッグデータの活用の取組み

③まちなかウェルカム委員会の検討

④国交省モデル事業

スポ文のイベント交通処理検討（自家用車・バス輸送）

スポ文のイベント交通処理検討（人・自転車）

暑さ対策スマートコミュニティ

（※）以下の各種のまちづくりの課題について、緊急性・地元の熟度等を踏まえて②～④のバランス・タイ
ミング等を調整。

まちなかウェルカムビジョンの策定・公表（年度末）

まちづくりの取組み対応（駅周辺・星川沿道など）

Maas部会（スマートシティ推進協議会の内）＋Maas分科会（地域公共交通会議の内）

R6年1月よりゆうゆうバス料金改定・スマホ回数券稼働見込み

（仮）スマートシティ
宣言（７月上旬)

【枠内は再掲】
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（関連事項）熊谷まちなか再生未来ビジョン（案）について
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【検討中の素案（取扱注意）】
まちなか再生未来ビジョンの構成と対象範囲
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【検討中の素案（取扱注意）】 39



アルソックが設置している交通安全カメラ実証について
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石原一丁目交差点 実証経過報告（第一報） 令和５年２月１６日
ALSOK

＜経緯＞
石原小学校校長より、以下の話を受けて実証箇所として「石原一丁目交差点」を選定した。
① 通学路である「石原一丁目交差点」は、交通量が多くまた信号無視も多い。
② 児童のうち300名程度はこの横断歩道を通らざるを得ず、車両との接触リスクが高い。
③ 警察にも対応を依頼しているが見回りが増えるだけで根本的な解決が出来ていない。
④ 小学校校門前の横断歩道など、道幅が狭く危険個所は他にもあるが、この「石原一丁目交差点」が
最も危険で、実証でも構わないので早急な対応をして欲しい。

市担当課の協力を得ながら、地域自治会、地域住民の同意を得ることができ、カメラの設置場所
として日産サティオ様の照明ポールをお借りすることができた。
令和５年１月１８日に施工を完了して録画を開始、今回はその後１週間分の画像を確認した結果
について、第一報として報告する。
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＜報告＞

① 信号無視は軽微なものを含めて毎日発生している。今回の分析対象は１週間分だけであったが、
通行人が居る状態の危険な信号無視のシーンも複数撮影することもできた。

② 危険な状態になるパターンは複数あることが分かった。全てのシーンでスピーカーによる注意を
促すと、鳴動量が多すぎて形骸化するリスクがある（それだけ危険なシーンが多い）。

③ そのため、最終的には全ての危険シーンで注意を促すのではなく、可能な限り絞った運用方法を
検討することが必要になると予想している。
④ 危険な１シーンだけ、以下に掲載する。

信号：黄色 信号：赤色 横断歩道信号：青

歩行者（自転車）
信号待ち

待っていた右折車が動くと、後続
の直進車も発信（信号無視）

青信号で渡ろうとした
歩行者が車に気づいて

急ブレーキ
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＜ご参考①：将来的に得られるデータについて＞

画像を使ったAIサービスの利点は、犯罪や事故発生時の証拠としての記録だけではなく、様々なデータの
取得が可能なことが挙げられます。今回設置したAIカメラで取得できるデータは次のとおりです。

① スピーカーの鳴動数（信号無視などの危険なシーンの数）
② 車両交通量（分析さえすれば、単純交通量に加えて、車種、移動方向、時間単位密度も取得可能）
③ 歩行者通行量（精度は劣るが歩行者と自転車の区分けも可能）

車
両
交
通
量
計
測
イ
メ
ー
ジ

① 画面上に計測用の線を引き、その線を通った台数
をカウントします。

② この写真では、手前の車はグレーのバン、中央の
車は赤い自動車と認識出来ています。

③ 分析しようとすれば、移動方向（右折、左折、
直進）もカウント可能です。

④ 時間帯別の車両密度も計測可能です。車なら渋滞
情報として公開したり、歩行者ならコロナリスクと
して公開することも可能です。
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＜ご参考②：交通量計測の試行結果について＞

今回取得した録画データのうち、１月３０日（月）～２月３日（金）までの平日５日間の交通量計測を
試行した。計測時間は朝７時～８時までの１時間（児童の通学時間）としました。
下の画像に示す①～④の交通量はそれぞれ次のとおり（今回は簡易計測のみ）です。

① 国道１７号 北側 平均287台通過
② 国道１７号 南側 平均400台通過
③ 市道 西側 平均1,225台通過
④ 市道 東側 平均1,199台通過

①
②
③

④

②
国
道
１
７
号
南
側

①
国
道
１
７
号
北
側

③市道 西側

④市道 東側

右折、左折などの移動方向も分析可能ですが、今回は
そこまでの対応はしていません。
国道の交通量と比べて、危険な通学路上の横断歩道と
される箇所を通過する市道の交通量は３～４倍と異常な
多さになっています。
さらに、細かく分単位でみると、７時～７時半の交通
量より、７時半～８時の交通量の方が約１．５倍となっ
ており、通学時間のピークに交通量のピークが重なって
いることが分かりました。
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熊谷市の植被面の分布図の参考資料としての活用
（緑化推進審議会）について
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【作成方法（概要）】
１）地球観測衛星Landsat-8が取
得した夏季の画像（近赤外及び可
視光赤）からNDVI（正規化植生
指数：植物がある場所ほど値が高
くなる）を作成。

２）空中写真から植生・非植生の
境目の値を推測し二値化（植生：
１、非植生：０）処理を実施。

３）土地利用図と重ね合わせ、植
生域を土地利用ごとに色分けを実
施。

（注１）精度評価が十分ではないため、
参考資料として利用。
（注２）精度向上の方策としては高空間
分解能（数メートルから数十センチ）の
購入が考えられるが、今後必要性が生じ
た場合に検討。
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【6】データ利用環境の向上に向けた取り組みについて
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【７】データ連携基盤構築の検討について
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データ連携基盤導入後、オプトイン方式を導入することを想定した
個人情報保護方針、利用承諾文面等の設定について
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熊谷市スマートシティ関係プライバシーポリシー及び協定イメージ図（案）：打合せ用

熊谷市スマートシティー

くまぶら
（アプリ）

熊谷スマートシティ推進協議会
構成団体
・熊谷市
・民間企業 など

熊谷市

データ連携基盤

バス回数券
（アプリ）

地域通貨
（アプリ）

個人情報保護法における行政規律で規定される範囲
＝市のPrivacy_Policy）

個人情報保護法における民間規律で規定される範囲
（協議会の個人情報取扱事業者のPP）

外部団体（企業、教育機関等）

個人情報保護法における民間規律で規定される範囲
（外部団体のそれぞれの個人情報取扱事業者PP）

外部団体での施策検討
のための分析

共同利用

協定 協定

考え方
熊谷市内での連携基盤を通した各アプリ間の

データのやり取りは、法第６９条第２項第２号を
根拠とする。
市からの保有個人情報の提供は、すべて本人同意
（プライバシーポリシーへの同意）を前提として、
協定により行う。（緑矢印）
協議会からの個人データの提供は、市の場合は

共同利用、その他の外部機関の場合は、本人同意
（プライバシーポリシーへの同意）を前提として、
協定により行う。（オレンジ矢印）
外部団体から、市や協議会が提供を受ける場合は、
外部機関の基準により、市と締結する協定に規定
して行う。（薄青矢印）

協定

協定

協定

１

２ ３

３

？

４法第６９条第２項第２号より相互使用

PP

PP

：データの流れ

：連携基盤 ：くまぶら ：外部機関データ源
設定の優先順位

PP
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（関連事項）くまぶらのKPIの設定等に
ついて
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各課の目的に応じたくまぶら運用の調整の考え方
登録者数の管理（スマートシティ担当） スマートシティのプロモーション

としての用い方（広報広聴課）

各課の企画とのすり合わせの場
【くまぶら定例会議】
（進行役は政策調査課）

各課の企画のとりまとめ・ベンター調
整・執行額の配分（スマートシティ担当）

４スポスタンプラリー企画（スポーツ担当）

プッシュ通知に係る運用

インターフェースデザイン

システム改修・データ連携に係る調整
（スマートシティ担当）

雪くまスタンプラリー企画（観光担当）

（※）メルくまとの役割
分担を確認中

謎解きクイズラリー企画（商工業担当） ←実施目的を
整理中

実施イベントの運用
市報などPR方法の設定

目標：令和７年３月 登録者５万人

各課の政策検討支援、民間との
データ活用の有用性共有
【データマーケティング
研究会（地元連携）】
（進行役は産学連携担当）

災害対応時の活用（危機管理担当）

クールシェルター表示（環境政策担当）
市独自暑さ警報（再起動）（スマートシティ担当） ←運用安定

後は移管
を想定

要追加
コスト

維持経
費内で
の運用

有用性の
バック
アップ
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【別添】オープンデータ作成マニュアル
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